
指
と
伝
達
で
は
、
手
話
の
体
系
化
は
一
七
六
○
年
世
界
で
始
め
て
聾

唖
学
校
を
開
設
し
た
ド
・
レ
ペ
ー
、
わ
が
国
で
は
京
都
（
後
大
阪
）
盲
唖

院
の
古
河
太
四
郎
。
手
話
と
指
文
字
の
ち
が
い
な
ど
詳
し
く
述
べ
て
い

る
。

本
書
は
、
日
常
気
づ
か
ず
使
用
し
て
い
る
指
に
つ
い
て
、
更
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
る
好
著
で
あ
る
。

（
和
服
珊
年
）

〔
新
潟
雪
害
房
・
新
潟
市
浦
山
三
丁
目
一
’
二
十
八
、
電
話
○
二
五
’
二
六

七
’
九
二
○
五
、
平
成
四
年
九
月
十
五
日
、
Ａ
五
判
、
二
三
一
頁
、
定
価

二
○
○
○
円
（
税
込
み
）
〕

東
西
と
も
に
本
草
書
が
博
物
的
色
彩
の
強
い
こ
と
か
ら
、
本
草
言
Ⅱ

博
物
害
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
と
く
に
近
時
の
博
物
学
ブ
ー
ム
に

加
え
て
環
境
問
題
も
加
わ
っ
て
、
自
然
の
恵
み
で
あ
る
自
然
物
（
博
物
）

に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
博
物
図
譜
や
本
草
害
の
複
刻
も
盛
ん
で
、

そ
れ
ら
に
対
す
る
解
説
書
・
研
究
害
の
類
も
少
な
か
ら
ず
出
て
き
て
い

る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
本
草
言
本
来
の
目
的
だ
っ
た
筈
の
医
療
面

か
ら
見
る
解
説
書
は
意
外
に
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
ョ
１
ロ
ッ
パ
で
印
刷
さ
れ
た
初
期
本

草
書
は
、
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
印
刷
出
版
で
知
ら
れ
る
ド
イ
ツ
に
最
初

に
出
現
す
る
が
、
そ
の
性
格
は
「
家
庭
薬
草
療
法
言
」
の
目
的
の
も
の

だ
っ
た
。
そ
こ
で
は
写
生
薬
草
図
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
古
代
古

大
塚
恭
男
著
『
東
西
生
薬
考
」

典
の
本
草
書
、
な
か
ん
づ
く
ア
ラ
ビ
ア
医
学
に
採
用
さ
れ
後
代
に
強
い

影
響
を
与
え
た
デ
イ
オ
ス
コ
リ
デ
ス
の
「
ギ
リ
シ
ア
本
草
」
収
載
の
薬

草
類
の
多
く
が
、
ド
イ
ツ
圏
内
に
見
ら
れ
な
い
と
い
う
フ
ロ
ー
ラ
の
相

違
か
ら
、
実
際
の
採
薬
旅
行
を
経
て
写
生
さ
れ
た
薬
草
が
読
者
の
理
解

を
助
長
す
る
た
め
付
図
と
さ
れ
た
た
め
だ
っ
た
。

こ
う
し
て
古
代
古
典
に
収
載
の
薬
草
が
中
部
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
古
代
古
典
は
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
の
全
自
然
界
を
示
す

も
の
で
な
い
こ
と
、
大
航
海
時
代
の
地
理
的
知
識
の
拡
大
と
新
世
界
か

ら
の
自
然
物
の
新
導
入
が
ル
ネ
サ
ン
ス
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
博
物
学
的
開

眼
を
促
進
し
、
新
し
い
本
草
書
編
さ
ん
の
機
運
を
助
長
す
る
こ
と
に
な

り
、
博
物
学
的
性
格
を
深
め
る
結
果
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
本
草
害
の

主
た
る
利
用
者
は
医
療
従
事
者
だ
っ
た
こ
と
に
は
変
り
は
な
い
。

東
の
中
国
で
も
版
図
の
拡
大
か
ら
、
王
朝
の
替
わ
る
毎
に
種
類
を
増

し
た
歴
代
本
草
害
が
出
現
し
、
本
草
文
化
遺
産
を
伝
承
し
て
医
療
面
に

貢
献
し
て
き
た
。

薬
理
学
を
専
攻
し
た
著
者
の
育
っ
た
環
境
か
ら
東
洋
の
古
典
・
生
薬

に
直
接
ふ
れ
目
に
す
る
機
会
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ド
イ
ッ

ヘ
留
学
し
た
機
会
に
古
典
複
刻
ブ
ー
ム
に
出
会
っ
た
の
も
幸
い
し
て
、

一
五
～
一
八
世
紀
の
主
要
な
西
洋
本
草
害
を
入
手
し
、
医
薬
学
を
通
じ

て
東
洋
と
西
洋
の
文
化
史
を
探
り
た
い
と
念
願
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
当
然
の
成
行
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

こ
う
し
て
、
人
間
に
と
っ
て
有
用
性
の
あ
る
自
然
物
を
豊
富
に
収
載

す
る
本
草
害
本
来
の
目
的
で
あ
る
医
療
面
か
ら
の
視
点
で
、
東
西
本
草

害
に
見
え
る
同
類
植
物
の
記
載
を
比
較
文
化
史
的
に
把
え
、
簡
明
に
論
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本
書
は
第
一
章
に
「
東
西
伝
統
医
薬
の
流
れ
」
を
据
え
て
概
説
的
導

入
を
示
し
、
デ
イ
オ
ス
コ
リ
デ
ス
、
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
両
本
草
害
に
ト
リ

カ
ブ
ト
根
と
サ
ソ
リ
と
の
拮
抗
関
係
（
両
者
が
保
有
す
る
強
い
毒
性
が
一

緒
に
川
い
る
と
相
殺
し
て
無
毒
と
な
る
）
を
記
載
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
同

様
の
認
識
が
象
形
古
文
学
の
考
証
か
ら
中
国
害
に
も
見
ら
れ
る
と
い
う

興
味
深
い
指
摘
も
あ
っ
て
、
洋
の
東
西
に
通
ず
る
著
者
な
ら
で
は
の
学

識
の
一
端
を
の
ぞ
か
せ
て
く
れ
る
。

第
二
章
で
は
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ゴ
ケ
か
ら
レ
ヴ
ィ
ス
テ
ィ
ク
ム
に
至

る
七
十
三
種
の
生
薬
を
五
十
音
順
に
配
し
、
個
々
の
生
薬
の
効
能
の
東

西
比
較
、
類
似
、
異
同
、
使
用
方
法
等
を
簡
潔
な
表
現
で
紹
介
し
て
い

る
が
、
記
述
内
容
は
濃
く
、
し
か
も
そ
の
範
囲
は
多
岐
に
わ
た
る
話
題

を
折
り
込
ん
で
い
て
、
教
科
書
風
で
な
い
と
こ
ろ
が
、
著
者
の
学
識
の

深
さ
と
温
厚
な
人
柄
を
読
者
に
伝
え
て
く
れ
る
。

東
西
本
草
害
の
単
色
図
版
を
関
連
個
所
に
配
す
る
と
と
も
に
、
美
麗

な
図
版
を
持
つ
デ
イ
オ
ス
コ
リ
デ
ス
「
ギ
リ
シ
ア
本
草
』
の
「
ウ
ィ
ー

ン
古
写
本
」
の
複
刻
原
色
版
図
版
と
著
者
蔵
本
の
中
国
明
代
の
「
本
草

品
彙
精
要
』
の
世
界
で
も
現
存
数
少
な
い
原
色
図
版
を
多
数
配
し
て
、

読
者
を
本
来
の
医
療
目
的
を
知
る
東
西
本
草
害
の
世
界
に
導
き
入
れ
て

く
れ
る
。

読
ん
で
有
益
な
、
見
て
楽
し
い
好
害
で
あ
る
。

（
宗
田
二

〔
創
元
社
、
大
阪
市
北
区
西
天
満
一
’
四
’
二
、
電
話
○
六
’
三
六
三
’
二

考
し
た
本
書
は
、
正
に
書
名
「
東
西
生
薬
考
」
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

琉
球
と
い
う
サ
テ
ラ
イ
ト
を
も
っ
た
薩
摩
の
歴
史
に
は
か
ね
て
か
ら

興
味
を
も
っ
て
い
た
が
、
こ
の
度
、
森
重
孝
先
生
が
「
薩
摩
医
人
群
像
』
、

『
鹿
児
島
の
医
学
史
散
歩
』
な
ど
に
つ
い
で
、
「
鹿
児
島
の
医
学
」
を
出

版
さ
れ
た
。

私
は
食
い
入
る
よ
う
に
こ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
の
意
味
す
る
も
の
、
医
学

へ
の
影
響
の
跡
を
さ
が
し
求
め
た
。
こ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
は
文
化
、
科
学

の
上
陸
地
の
選
択
、
正
確
を
期
す
上
で
大
き
な
力
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

歴
代
藩
主
の
動
き
、
一
七
七
四
年
の
医
育
機
関
の
設
立
、
薬
草
園
な

ど
大
き
な
影
響
が
与
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

就
中
、
ペ
ル
シ
ャ
、
華
佗
と
連
動
す
る
や
に
云
わ
れ
る
東
洋
の
麻
酔

術
秘
法
の
伝
達
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
秘
中
の
秘
と
し
て
潜
ん
で

い
た
か
の
よ
う
に
察
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
意
味
は
深
い
も
の
が
あ
る
の

で
あ
ろ
う
。

サ
テ
ラ
イ
ト
で
の
知
識
に
よ
る
か
、
単
な
る
地
理
的
条
件
が
主
た
る

理
由
な
の
か
解
ら
な
い
が
、
宮
崎
県
と
比
較
す
る
と
き
、
唐
人
医
師
の

渡
来
は
宮
崎
県
で
は
陸
上
か
ら
県
南
、
都
城
地
方
に
来
て
い
る
し
、
唐

人
医
師
と
し
て
は
こ
の
地
方
に
限
局
渡
来
し
た
感
が
あ
る
。
し
か
し
、

薩
摩
で
は
殆
ん
ど
全
県
全
方
位
と
み
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

南
蛮
医
学
、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
に
於
い
て
も
密
な
る
接
点
が
あ
る
よ
う

五
三
一
、
平
成
五
年
二
月
、
Ａ
５
判
、
三
一
○
頁
、
定
価
八
○
○
○
円
〕

森
重
孝
著
『
鹿
児
島
の
医
学
』
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